
2017/11/26 

 

山名会歴史講演会「応仁の乱と山名宗全」  
 

山名宗全の虚像と実像 
  

                 国際日本文化研究センター助教 呉座勇一 

 

 

 山名宗全のイメージ   

Ἒₐ ₑ─ ₈ ⁸ ╢ ≤ ─ ₉ 

 ừ「山名金吾入道宗全、いにし大乱の比をひ、或大臣家にまいりて、当代乱世にて、諸人これにくる

しむなど、さまざまものがたりして侍りける折ふし、亭の大臣ふるき例をひき給ひて、さまざまか

しこく申されけるに、宗全たけくいさめる者なれば、臆したる気色もなく申侍るは、『君のおほせ

事、一往はきこへ侍れど、あながちそれに乗じて例をひからせらるる事しかるべからず。凡そ例と

いふ文字をば、向後は時といふ文字にかへて御心えあるべし。それ一切の事はむかしの例にまかせ

て何々を張行あるといふ事、此宗全も少々はしる所也…（中略）凡そ例と云は其時が例也。大法不

易、政道は例を引て宜しかるべし。其外の事、いささかにも例をひかるる事心えず、一概に例にな

づみて、時を知らざるゆへに、あるひは衰微して門家とぼしく、あるひは官位のみ競望して其知節

をいはず、此くの如くして終に武家に恥かしめられて、天下うばはれ媚をなす。若しゐて古来の例

の文字を今沙汰せば、宗全ごときの匹夫、君に対して此くの如く同輩の談をのべ侍らんや、是はそ

も古来いづれの代の例ぞや、是則時なるべし…（中略）いまよりのちはゆめゆめ以てこころなきゑ

びすにむかひて、我方の例をのたまふべからず。もし時をしり給はば、身不肖なりと云ども宗全が

はたらきを以て尊主君公みな扶持したてまつるべし』と苦々しく申ければ、彼大臣も閉口ありて、

はじめ興ありつる物がたりも、皆いたづらに成けるとぞ、つたえきゝ侍し、是か非か」 

 Ừ山名宗全がある大臣の邸宅に訪れ、昨今の乱世について語り合った。大臣は昔の例を縦横に引いて

持論を「賢く」語った。これに苛立った宗全は「あなたのおっしゃることにも一理ありますが、い

ちいち過去の事例を挙げて自説を補強するのはよろしくありません。これからは『例』という言葉

に替えて『時』をお使いなさい。『例』は所詮その時の『例』に過ぎません。昔のやり方にとらわ
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れて時代の変化を知らなかったから、あなたがたは武家に天下を奪われたのです。私のような身分

いやしき武士があなたのような高貴な方と対等に話すなど過去に例がないことでしょう。これが

『時』というものです。あなたが『例』を捨てて『時』を知ろうとなさるなら、不肖宗全があなた

をお助けしましょう」と反論した。→旧来のしきたりに縛られない変革者のイメージ。 

 

Ἒ₈ ₉ 

ừₐ ₈e ₉ƼὌЋ Ʋ ǧ ǞƳʫ˲ᴀȚǮ ǖƲ Њ ƽ 

 ừₐ ₑ →ƼȤɄ ǭ Ɉȭɍ ɢɟɢῇ׀Ɍ Њ  ɂɟɉɈɪɍ Ᵽ ɰ Ɋƽ 

  山名宗全邸への挑発の矢文。 

 ● ₐ ₑƼῇ׀ Ƕם ǵ ǵӓ Ʋ ǵẉ Ƕ ƽ 

 

Ἒ₈ ╩ ∆ ₉Ί実力至上主義者、秩序破壊者≤™℮▬ⱷכ☺Ί 

Ừₐ ₑ 山名宗全の家臣たちが軍用金徴収と称し、京都の土倉に乱入。 

 Ƽῇ׀ǵ Ʋ̊ǭǵẆǵי ǱȑƳ ′ ˀ ȏȑ↓Ƶ șי ȇȀǔǵ Ʋ̓ș ǫȒ

ǵыĢ ʴ ǲѰ ǵʤ ǲ֗ǷǝȒǱȑĢ ʴ ῇ׀ǵ ǲὫǠȀǔǵ Ʋ ↓

ǵыƲ˹ẅǵϡƲ ˲ ǵ ǱȑƲ șўȒȀǔǵ Ʋῇ׀ǚȓș ǠƳ˻Ǫǭ ǲιǠ

ǯǍȚǳȚƳ ɵ  ǲ᷀ȒǱȑƽ׀ƲǦǧῇי

Ừₐ ₑ 赤松氏滅亡後の山名宗全の横暴。 

Ƽῇֳ׀ ̯ Ʋ ″ǲ᷀ȑƳ ɵי ȔǍȓǋ Ʋ̊ǭǵẆǱȑƳ ș ǷǠǶ Ǔ  

Қǯ ǞƲὃ ș Ȇ ǞƲ ǲ֗ǷǝȒ ѝǱȑƳᾌ ɵ ɵ ὤǵ˲Ƶǵ ɵ₴

șẴǋ֝ȑƲ ↓ǱǞǯǍȚǳȚƳ☼ȉǞὃ ǲ ǜǷƲʝᶮ ˥ǠȀǔǒǯǍȚǳȚƽ 

Ừₐ ₑ 天皇に播磨の寺社本所領の侵略禁止命令を出してもらう？ 

  Ƽ ϡșἭǡȒǵ < ɵ ῇǵẼǞǯǍȚǳȚ>ǶϷ ἧ ǱǞƳ șי Ǡǵ ǶƲ ǋҭὑ 

ǯ ȉƲ ǲ ╠ǠȀǒȐǡƳ ȐǷҭὑǒǏǪǭ ǔǲ̧Ȓǒƽ 

 

Ἒ ₐ ─ ₑ₈ ⌂ ╩ ⇔≡™√ │ ₉₈ ⌂⅜╠ ₉ 
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 山名宗全の野心が応仁の乱を引き起こした   

Ἑ ─ ™⁹ ─ ─ ╩ ≤ ⅜ ℮ 

●室町幕府の８代将軍足利義政には息子がいなかった。 

⇒寛正五年（1464）十二月、義政は弟の浄土寺義尋を還俗させ（義視）後継者とした。 

※渋る義視に対し将来男児が生まれても出家させると誓う。 

⇒義政は細川勝元を義視の後見人とする。 

⇔翌年十一月に義政の正室である日野富子が男児（のちの義尚）を出産。 

⇒富子は我が子を将軍にしようと画策（ ὰἧ ặ ）。 

細川勝元のライバルである山名宗全に義尚の後見人となるよう依頼。 

●細川勝元・山名宗全という幕府の二大実力者がᾓ ὤ Ᵽὤ Ҳに介入→応仁の乱が勃発。 

 細川勝元が東軍、山名宗全が西軍を組織し、応仁元年（1467）～文明九年（1477）の11年間に 

わたり合戦。  
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Ἒ ≤ ─  

 Ừ還俗以後、義視は順調に官位昇進。還俗直後は従五位下・左馬頭（左馬頭は足利直義が就任したの

を嘉例とし、副将軍的存在あるいは次期将軍が就任する官職とみなされた）だったが、義尚誕生後

の寛正六年十二月十七日には従三位・権大納言に。 

Ừ寛正六年七月、義視は富子の妹良子を正室に迎えており（両者の結婚は富子の妊娠中）、 

富子が義視を敵視していたとは考えにくい。 

 ⇒義尚成長までの中継ぎとして義視の将軍就任は既定路線となっており、 

富子も容認か。義政は「大御所政治」を構想しており、義視→義尚という継承に不安要素はない。 

 

Ἒ ─  

 Ừ文正元年七月三十日、日野良子が男児（のちの足利義稙）を出産。 

 Ừ ─ 足利義尚はまだ幼児で早世の可能性あり。義尚が亡くなった場合は日野家の血を 

引く義材が将軍になるのが望ましい。そのためには義視と良好な関係を築いて  

おくことは重要。敵視はありえない。 

Ừ ─ 足利義政の側近であり、義尚の乳父である貞親にとって、自分と関係のない義視 

         の将軍就任は避けたい。足利義政→義尚という将軍継承が望ましい。 

⇒文正元年九月五日の夜、「足利義視に謀反の疑いあり」と讒言。 

これを信じた足利義政が義視を誅殺しようとする。 

Ừ ─ 赤松氏問題などで関係がギクシャクしていた細川勝元と山名宗全が反貞親で共闘。 

⇒足利義視はまず山名宗全、ついで細川勝元に助けを求めた。 

⇒翌六日、山名・細川ら諸大名の抗議により、伊勢貞親・季瓊真蘂・斯波義敏・赤松政則ら義政の 

側近たちが失脚（a ₑa ₑa ）e。 

 ⇒細川勝元邸に入った足利義視が事実上の将軍として政務を行い、山名宗全と細川勝元の二大大名が 

  「大名頭」として義視を支える暫定政権が成立。 
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Ừ ─ 季瓊真蘂・赤松政則ら義政の側近集団を一掃した勢いで、自身を嫌う足利義政を

引退に追い込み、義視を将軍にする。 

Ừ ─ 細川勝元の説得により足利義政が将軍職に留まり、細川勝元と管領の畠山政長が

義政を支える政権が成立。 

⇒山名宗全は幕府内において依然として二番手、三番手の大名。 

Ừ細川勝元は山名宗全の養女を妻としており、両者の関係は当初良好。 

←畠山氏と対立する細川氏、赤松氏と対立する山名氏の双方にとってメリットのある同盟。 

Ừ赤松氏再興に細川勝元が同意したことで、山名宗全は勝元に不信感。 

⇒足利義視の将軍就任を阻止した勝元の行動は、宗全から見れば自身を政権から排除する陰謀。 

⇒クーデターへ。 

 

Ἒ  כ♃♦כ◒─

 Ừ ─ 最強武将である畠山義就を京都に呼ぶことで細川方を上回る戦力を京都に集める。 

          その軍事力を背景に将軍足利義政に、畠山政長の管領職罷免を要求。 

Ừ文正元年十二月二十六日、山名宗全の呼びかけに応じ畠山義就が軍勢を率いて上洛、 

京都北部の千本釈迦堂（大報恩寺）に陣を構える。 

 Ừ翌文正二年正月六日、義政は政長を管領職から罷免し、屋敷を義就に引き渡すよう命じた（義就が

畠山氏当主に）。 

 ⇒八日には斯波義廉（山名宗全の娘婿）が管領に任命され、十一日には新管領義廉の出仕始。 

（a ₑa ₑa ）e 

 Ừ十一日には義視が正二位に昇進（武家で義視より上なのは、従一位左大臣の義政のみ）。 

 ⇒足利義視の将軍就任（＝山名宗全政権の成立）は時間の問題に。 

 Ừ ─ 軍勢を率いて将軍御所に押し寄せ、強引に義就討伐命令を引き出す。 

 ⇔勝元夫人（宗全養女）から計画が漏れ、山名宗全らが警備を名目に御所を占拠。（a ）e 

Ừ十六日、宗全は義視ら足利一族を勝元らに奪われないため将軍御所に移す。（a ）e 
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Ἒ  

 Ừ ─ 失脚した畠山政長は京都を去り、本国で謹慎するはず。 

 ⇔畠山政長は京都に留まり徹底抗戦の構えを見せる。 

Ừ政長は十七日夜、屋敷に自ら火を放って北上、糺河原（賀茂川と高野川の合流点に広がる河原。「鴨

河原」ともいう）を経由して、十八日の明け方には御所北東の上御霊社（現在の御霊神社）に陣を

取った。（a ₑa ₑa ）e 

 ⇒糺河原から東に向かって京都を出ると見せかけて、逆に西進して将軍御所をうかがう構えをとった。 

⇒京極持清は御所の南に、細川勝元は御所の西に布陣し、宗全らがたてこもる御所を包囲した。 

Ừ合戦に巻き込まれることを恐れた足利義政は、山名・細川両名に対し両畠山への軍事介入を禁じ、 

義就と政長に一対一の対決をさせようとした（a ₑa ）e。 

 ⇒十八日の夕刻、畠山政長が布陣した上御霊社に畠山義就の軍勢が押し寄せた（（a ）e。 

⇒細川勝元は義政からの命令に従い、政長に加勢しなかった。 

Ừ ─ 山名宗全も将軍の命令には従うはず。 

⇔山名宗全・斯波義廉は義就に加勢した（a ）e。 

⇒政長は敗北し、勝元の屋敷にかくまわれた。 

⇒山名宗全が幕政を掌握。 

Ừ ─ 畠山政長の拘束（殺害）に失敗。 
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Ἒ ─ ┼ 

 Ừ山名勢の参戦によって、勝元は盟友の政長を見捨てた形になり、世間の評判を落とした 

（a ）e。 

 Ừ ─ 細川勝元は畠山政長を復権させるため反撃を計画。ひそかに兵を京都に集める。 

Ừ五月二十六日の午前中に細川派の武田信賢・細川成之が将軍御所の向かいにある一色義直の屋敷を

襲い、屋敷に火をかけられた義直は山名宗全の屋敷に逃げ込んだ。 

（a ₑa ₑa ）e 

Ừ ─ 全面戦争を想定していなかったため、軍勢の召集で遅れをとり、京都で苦戦。 

 

 

 山名宗全の実像   

Ἒ ─  

Ừ管領を輩出できる家は細川・畠山・斯波の三家という慣例にしたがい、娘婿の斯波義廉を管領に。 

Ừ西軍は管領斯波義廉・畠山義就・山名宗全・一色義直・畠山義統・山名教之・山名政清・土岐成頼 

の大名８人が連名で命令を下した。 

⇒西軍の最有力大名である大内政弘を、家格を理由に署名者から排除。 

 

Ἒ ─  

Ừ文安元年（1444）五月二十六日～二十八日、山名氏の菩提寺である梅津長福寺の来迎堂を造営する 

ため、山名宗全が土御門河原で勧進猿楽を開催。宗全は万里小路時房を桟敷に招待。（a ）e 

Ừ文安四年八月十九日、山名宗全が細川勝元を自邸に招き、犬追物・猿楽でもてなす。（a ）e 

 同六年閏十月五日には宗全が勝元邸に招待され、犬追物を見ている。（a ）e 

Ừ連歌七賢の一人である高山宗砌は、山名氏の家臣である高山氏の出身であり、宗全と親しかった。 

 享徳三年（1454）十二月、足利義政から隠居を命じられた山名宗全が分国但馬に下向すると、宗砌  

 も但馬に下り、翌年但馬で死去している。 
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 和睦交渉と山名宗全   

Ἒ │⌂− ╩ ⇔√─⅛  

Ừ応仁２年（1468）後半の時点で東軍の赤松政則が山名氏一族から旧赤松氏分国を奪還。 

Ừ西軍の朝倉孝景が東軍に寝返り。文明３年（1471）８月24日に西軍の甲斐方と戦い、 

大勝利を収めた。（a ）e 

 Ừ文明３年９月、伯耆守護山名豊之が家臣によって殺害される。（『大舘持房行状』） 

同年11月、因幡守護山名豊氏が戦死し、子息が東軍に寝返る。（『昔御内書符案』） 

 Ҝ文明４年正月、山名宗全が東軍に降参するとの噂が流れる。（a ）e 

Ừ文明４年２月、山名宗全が西軍諸将に東軍との和睦を提案⇒決裂。（a ）e 

  同年３月、細川勝元が養嗣子勝之を廃し、宗全の孫にあたる政元を後継者に決定。（『 ₑ  

 

Ἒ ─   

Ừ文明４年５月に山名宗全が切腹未遂、８月に孫の政豊に家督を譲る←和睦交渉失敗の責任を取る？ 

Ừ文明５年に宗全と勝元が相次いで死没。翌年、山名政豊と細川政元が和睦。政豊は東軍に降伏。 
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